
　送 付先の住 所 変 更・購 読中止の
場合には、変更内容を本会広報室ま
でお知らせください。

Eメール
koho@yobouigaku-tokyo.jp
FAX 03-3269-7562
電  話 03-3269-1131
でも承っております。

　日頃より、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。本
会では、現在「よぼう医学」を送付させていただい
ている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまして
は、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理
の下に運用しております。その上で今後も継続して
送らせていただきたいと考えております。送付名簿
から削除を希望される場合には、お手数ですが、左
記広報室までご連絡ください。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て送 付 先 の 変 更 ・
中 止 に つ い て

〈1面〉●創立50周年を迎えました―本会

〈2・3面（見開き）〉
　　　●連載　ホルモンからみた思春期のこころと体〈 2 〉
　　　●連載　困っていませんか!? 子どものスマホ〈最終回〉
　　　●東京都予防医学協会50年のあゆみ
　　　　　

〈4面〉●学校検診の円滑な実施に向け
　　　　　心臓検診、腎臓検診の打ち合わせ会を開催―本会
　　　●よりよい健康診断のために　
　　　　　医師、看護師によるミーティングを開催―本会
　　　●平成28年度第3回理事会を開催―本会
　　　●本会年報2017年版ができました

今 月 の 主 な 紙 面

ま
た
地
域
健
診
で
は
、
東
京
都

の
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
年
間
10
万
人
実

施
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
子
宮
が
ん

細
胞
診
は
年
間
26

万
人
に
及
び
ま

す
。さ

ら
に
学
校
健

診
で
は
少
子
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
着
実
に
そ
の
実
数
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。

価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
証
に
職
域
健
診
で
は
、
そ

う
そ
う
た
る
企
業
や
団
体
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
関
係
団
体
、
企
業
、
教

育
機
関
等
が
連
携
し
、
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
皆
様

に
は
、
学
校
保
健
、
地
域
・
職
域

保
健
、
母
子
保
健
、
が
ん
検
診
、

研
究
・
健
康
教
育
活
動
の
各
分
野

に
お
け
る
予
防
医
学
の
専
門
機
関

と
し
て
、
生
涯
健
康
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
、
一
層
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
都
予
防
医
学
協

会
が
歩
ま
れ
て
き
た
輝
か
し
い
道

の
り
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま

た
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
健
康

と
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

を
経
て
、
２
０
１
５
年
に
は
男

性
80
・
75
年
、
女
性
86
・
99
年

と
な
り
、
男
性
で
は
約
13
年
、

女
性
で
は
約
14
年
平
均
寿
命
が

延
び
ま
し
た
。

こ
の
間
、
疾
病
構
造
の
変
化

や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

各
種
健
診
・
検
査
、
健
康
教
育

等
、
疾
病
予
防
を
実
践

し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の

ご
尽
力
に
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
る
い
未
来
に
向
け

て
、
誰
も
が
生
き
生

き
と
生
活
し
、
活
躍
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
健
康
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
よ
う
、
自
治
体
、
保
険
者
、

わ
が
国
は
、
高
い
医
療
水
準
と

国
民
皆
保
険
制
度
な
ど
の
社
会
保

障
制
度
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
世

界
で
も
有
数
の
長
寿
国
家
と
な
り

ま
し
た
。

東
京
都
予
防
医
学
協
会
発
足
の

２
年
前
の
65
年
、
日
本
人
の
平
均

寿
命
は
、
男
性
67
・
74
年
、
女
性

72
・
92
年
で
し
た
。
そ
の
後
50
年

公
益
財
団
法
人
東
京
都
予
防
医

学
協
会
が
、
創
立
50
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
予
防
医
学
協
会

は
、
１
９
６
７
年
に
財
団

法
人
東
京
寄
生
虫
予
防
協

会
を
引
き
継
い
で
新
た
に

発
足
さ
れ
、
今
日
ま
で
の

50
年
間
に
わ
た
り
予
防
医

学
を
通
じ
て
、
人
々
の
健

康
と
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ひ
と
え
に
関
係
者
の
皆
様

方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
の
た
ま

も
の
と
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

規
則
を
遵
守
し
、
相
互
扶
助
の

思
い
や
り
精
神
、
並
び
に
石
橋
を

た
た
い
て
渡
る
緻
密
さ
が
、
わ
が

協
会
の
特
徴
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
50
年
積

み
重
ね
、
現
在
は
２
３
０
人
の
職

員
を
擁
す
る
公
益
財
団
法
人
に
成

長
し
ま
し
た
。

自
前
の
保
健
会
館
本
館
、
検
査

研
究
棟
を
有
し
、
健
（
検
）
診
精

度
の
高
さ
で
は
本
邦
有
数
と
の
評

こ
う
し
た
実
績
の
維
持
は
、
精

度
の
高
い
健
（
検
）
診
に
加
え
て
、

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会
、
お
客
様
を

対
象
と
し
た
健
康
づ
く
り
懇
話
会

の
開
催
な
ど
、
健
康
教
育
へ
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
研
究
面
で
は
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
へ
の
液

状
化
検
体
細
胞
診

（
Ｌ
Ｂ
Ｃ
）
の
導

入
、
細
胞
診
と
Ｈ

Ｐ
Ｖ
併
用
検
診
に

先
駆
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
こ
の
分

野
に
精
通
し
て
い

ま
す
。

肺
が
ん
検
診
で
は
Ｃ
Ｔ
の
診
断

能
に
優
れ
、
現
在
、
Ｃ
Ｔ
検
診
の

死
亡
率
減
少
効
果
の
検
証
を
目
指

し
た
Ｒ
Ｃ
Ｔ
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較

試
験
）
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
が
ん
検
診
で
は
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音
波
検
査
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
新
た

に
３
Ｄ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
ト
モ

シ
ン
セ
シ
ス
）
の
有
効
性
評
価
の

研
究
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
分
野
で
も
研

究
実
績
は
多
く
、
関
連
す
る
学
会

や
研
究
会
、
予
防
医
学
事
業
中
央

会
の
予
防
医
学
技
術
研
究
会
議
な

ど
で
多
数
の
演
題
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
50
年
に
わ
た
る
本

会
の
歴
史
の
中
で
の
先
達
の
業
績

で
す
。

そ
れ
で
は
、
次
の
50

年
に
向
か
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
一
歩
進
ん
だ

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
構

築
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
業
績
を

礎
に
、
今
後
は
１
次
予

防
に
も
力
点
を
置
き
つ

つ
、
よ
り
快
適
な
医
療

空
間
の
創
造
を
目
指
し

て
、
役
職
員
一
同
、
切

磋
琢
磨
し
て
い
く
所
存

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１
９
６
７
年
３
月
、
本
会
は

前
身
で
あ
る
財
団
法
人
東
京
寄

生
虫
予
防
協
会
の
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
よ
り
広
い
領
域
で
の
予

防
医
学
事
業
の
展
開
を
目
指
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
の
主

な
事
業
は
細
菌
検
査
、
胃
が
ん

検
診
、
学
童
集
団
検
尿
、
細
胞

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
し
た
。
50
年
の
間
に
日
本
人
の
生
活

習
慣
や
疾
病
構
造
な
ど
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
本
会
は
「
知

識
の
普
及
や
啓
発
」「
調
査
研
究
」「
公
共
団
体
・
医
師
会
な
ど

が
行
う
活
動
へ
の
協
力
」「
健
康
診
断
と
検
査
」
を
柱
に
、
健

康
増
進
、
疾
病
予
防
対
策
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
公
益
性
の
高
い
活
動
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
２
年
４
月
１

日
か
ら
は
公
益
財
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
50
年
に
向

け
て
、
都
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
健
康
的
な
生
活
を
保
持
で
き
る
よ
う
、
予
防
医
学
事
業
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
本
会
の
使
命
で
す
。 50

年
の
取
り
組
み
を
礎
に

さ
ら
に
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す

公
益
財
団
法
人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
は

創
立
　周
年
を
迎
え
ま
し
た

50

公
益
財
団
法
人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
は

創
立
　周
年
を
迎
え
ま
し
た

50

創
立
　周
年
の
お
祝
い

50

創
立
　周
年
の
お
祝
い

50
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脳
下
垂
体
は
口
蓋
由
来

の
前
葉
と
脳
由
来
の
後
葉

か
ら
な
り
（
図
）、
前
回

紹
介
し
た
成
長
ホ
ル
モ
ン

は
前
葉
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
取
り
上
げ
る
オ

キ
シ
ト
シ
ン
と
バ
ソ
プ
レ

ッ
シ
ン
は
、
後
葉
か
ら
分

泌
さ
れ
ま
す
。

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
１
９
１
個
の

ア
ミ
ノ
酸
か
ら
な
り
ま
す
が
、
オ

キ
シ
ト
シ
ン
と
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン

は
た
っ
た
９
個
の
ア
ミ
ノ
酸
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
●
●

従
来
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
母
親

だ
け
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
だ
と
認

識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
出
産
時
に
子
宮
の
筋

肉
を
収
縮
さ
せ
た
り
、
乳
腺
の
筋

肉
を
収
縮
さ
せ
て
乳
汁
の
分
泌
を

よ
く
し
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
か

ら
で
、
陣
痛
促
進
剤
と
し
て
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
視
と

屋
外
環
境
光

近
年
、
近
視
が
世
界
的
に
急
増

し
て
い
ま
す
。
日
本
を
含
む
東
ア

ジ
ア
で
特
に
顕
著
で
、
日
本
で

は
、
高
校
卒
業
時
に
約
80
％
が
近

視
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。近

視
は
小
学
校
か
ら
中
学
校
の

間
、
特
に
小
学
校
の
後
半
に
急
激

し
か
し
近
年
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン

に
は
、「
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神

的
苦
痛
を
減
ら
す
」「
心
拍
数
と

血
圧
を
下
げ
る
」「
体
重
を
増
や

す
」「
免
疫
機
能
を
上
げ
る
」「
傷

の
治
り
を
早
め
る
」「
痛
み
を
軽

く
す
る
」「
筋
肉
の
緊
張
を
減
ら

す
」「
恐
怖
心
を
減
ら
し
安
心
さ

せ
る
」「
相
手
と
の
信
頼
感
を
高

め
る
」「
学
習
能
力
を
上
げ
る
」

「
好
奇
心
を
強
く
す
る
」
な
ど
、

多
く
の
作
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

●
●
●

オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
分
泌
を
刺
激

す
る
食
品
は
、
残
念
な
が
ら
見
つ

に
進
行
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
以
前
は
、
大
人
に
な
れ
ば

近
視
の
進
行
は
止
ま
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
で

大
人
に
な
っ
て
も
近
視
が
進
行
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
強
度
近
視
は
失
明
の

大
き
な
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
近

視
は
、
中
国
で
は
中
途
失
明
原
因

の
第
２
位
で
あ
り
、
日
本
で
も
第

５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
好
き
な
相
手
に
触

れ
た
り
触
れ
ら
れ
た
り
と
い
っ

た
心
地
よ
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

両
人
の
オ
キ
シ
ト
シ
ン
を
上
げ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
は
例
え
ば
、
母
親
と
赤

ち
ゃ
ん
や
恋
人
同
士
の
関
係
で

す
。

「
可
愛
い
」
と
か
「
好
き
」
と

思
っ
て
い
る
相
手
に
触
れ
る

と
、
脳
の
ド
パ
ミ
ン
を
介
し
て

オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
増
加
し
ま

す
。
す
る
と
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン

の
作
用
で
安
心
や
幸
福
を
感
じ

る
の
で
、
相
手
を
も
っ
と
好
き

に
な
り
ま
す
。

オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
分
泌
さ
れ

る
こ
と
で
、
母
親
は
赤
ち
ゃ
ん

を
愛
お
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
す
る
こ

と
で
さ
ら
に
母
性
愛
が
強
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
は
恐

怖
心
や
不
安
な
ど
が
減
少
し
て
ス

ト
レ
ス
も
な
く
な
り
、
精
神
的
に

安
定
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

働
き
こ
そ
が
、「
愛
の
ホ
ル
モ
ン
」

と
か
「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

け
が
を
し
た
子
ど
も
の
患
部
を

母
親
が
さ
す
り
な
が
ら
「
痛
い

の
、
飛
ん
で
行
け
〜
」
と
言
う
と

痛
み
が
和
ら
ぐ
の
は
気
の
せ
い
で

は
な
く
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
作
用

で
説
明
で
き
ま
す
。

こ
の
話
を
聞
い
た
中
学
生
か
ら

「
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
き
し
め
て
も

自
分
の
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
増
え
ま

近
視
に
は
、
親
が
近
視
な
ら
子

ど
も
も
近
視
に
な
り
や
す
い
と
い

っ
た
遺
伝
的
要
素
も
あ
り
ま
す

が
、
近
年
の
近
視
の
急

増
を
見
れ
ば
、
環
境
因

子
の
影
響
が
そ
れ
以
上

に
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

２
０
０
７
年
に
興
味

深
い
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、屋
外
活
動
（
外
で
遊
ぶ
）

時
間
が
増
え
れ
ば
、
た
と
え
両
親

が
近
視
で
も
、
子
ど
も
が
近
視
に

な
る
率
が
下
が
る
と
い
う
も
の
で

す
。こ

の
研
究
は
世
界
で
大
き
く
注

目
さ
れ
、
そ
の
後
の
各
国
の
研
究

で
、
屋
外
環
境
光
（
外
の
光
）
の

近
視
予
防
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

屋
外
環
境
光
と
屋
内
光
と
は
、

同
じ
光
で
も
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
例
え
て
言
う
な
ら
ば
、
屋
外

環
境
光
に
は
ビ
タ
ミ
ン
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
屋
内
光

に
は
栄
養
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
考
え
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

を
使
っ
て
目
が
悪
く
な
る
の
は
、

近
く
で
画
面
を
見
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
ス
マ
ホ
を
使
用
す

る
こ
と
で
屋
内
で
過
ご
す
時
間
が

長
く
な
り
、
屋
外
環
境
光
の
下
で

活
動
す
る
時
間
が
減
る
こ
と
の
方

が
近
視
増
加
に
影
響
し
て
い
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

近
視
予
防
の
た
め
に
は
、
１
日

に
２
時
間
以
上
、
屋
外
で
過
ご
す

こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
と

体
内
時
計

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
ブ
ル

ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
は
、
明
る
く
て
ロ
ー

す
か
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、「
大

好
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ら
、
イ
エ

ス
！
」
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
リ

フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
な
ど
も
、
気
持

ち
が
よ
い
と
感
じ
れ
ば
同
様
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
研
究
で
は
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
で

き
な
い
自
閉
症
の
子
ど
も
の
行
動

が
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
点
鼻
薬
に

よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ミ
ノ
酸
が
つ
な
が
っ
た
ホ
ル

モ
ン
は
、
口
か
ら
摂
る
と
消
化
酵

素
で
分
解
さ
れ
て
効
果
を
失
い
ま

す
。
で
も
オ
キ
シ
ト
シ
ン
は
分
子

量
が
小
さ
い
の
で
、
鼻
粘
膜
に
ス

プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度

粘
膜
か
ら
の
吸
収
が
可
能
で
す
。

●
●
●

バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン
は
、

大
量
の
発
汗
や
下
痢
に
よ

る
脱
水
、
出
血
に
よ
る
血

圧
低
下
の
時
に
腎
臓
に
働

い
て
尿
量
を
減
ら
す
ホ
ル

モ
ン
で
す
。
つ
ま
り
、
血

管
内
の
水
分
を
増
や
す
作

用
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
バ
ソ
プ
レ
ッ

シ
ン
が
不
足
す
る
と
色
の

薄
い
大
量
の
尿
が
出
て
し

ま
い
、
喉
が
渇
い
て
水
を

飲
み
た
く
な
り
ま
す
。
ビ

ー
ル
を
飲
む
と
尿
量
が
増

え
る
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

が
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン
を
減

コ
ス
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
便
性
か

ら
省
エ
ネ
時
代
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
ブ

ル
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
す

る
こ
と
で
新
た
に
生
じ

る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
は
、
ブ
ル
ー
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
光
の
半
分
に
、
黄

色
の
塗
料
を
当
て
る
こ

と
で
黄
色
の
光
に
変
換
し
、
ブ
ル

ー
と
そ
の
補
色
の
黄
色
で
白
色

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
白
だ
と
思
っ
て
い
る
光
に
は

実
際
は
青
い
光
の
成
分
が
非
常
に

多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
人

の
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
目
の
中
に
は
、
色
を

識
別
す
る
視
細
胞
と
、
明
暗
を
識

別
す
る
視
細
胞
、
そ
し
て
最
近
見

つ
か
っ
た
第
３
の
視
細
胞
、
ｉ
ｐ

Ｒ
Ｇ
Ｃ
（
光
感
受
性
網
膜
神
経
節

細
胞
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ｉ
ｐ
Ｒ
Ｇ
Ｃ
は
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
に
反
応
し
ま
す
。
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
＝
昼
の
光
と
認
識
し
、
そ
の

有
無
に
よ
り
、
昼
／
夜
の
情
報
を

脳
の
中
の
視
交
叉
上
核
に
伝
え
、

視
交
叉
上
核
が
体
内
時
計
を
調
節

す
る
こ
と
が
、
最
近
の
研
究
で
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

38
億
年
前
に
誕
生
し
た
生
命

に
と
っ
て
、
地
球
の
自
転
と
太
陽

光
に
よ
る
一
昼
夜
24
時
間
が
最
も

基
本
と
な
る
環
境
で
し
た
。
そ
し

て
、
光
に
よ
る
体
内
時
計
が
で
き

た
の
は
25
億
年
く
ら
い
前
だ
と
い

う
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
24
時
間
リ
ズ
ム
（
サ

ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
）
は
、
生

物
に
と
っ
て
太
古
の
昔
か
ら
持
ち

続
け
て
い
る
環
境
へ
の
適
応
シ
ス

テ
ム
な
の
で
す
。

で
は
、
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ

ム
が
乱
れ
る
と
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
は
、

代
謝
や
睡
眠
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

る
と
、
不
眠
症
や
う
つ
が
高
頻
度

で
起
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
睡
眠
や
気
分
障
害
の

み
な
ら
ず
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

肥
満
な
ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
光
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

で
す
。
目
に
入
る
光
の
強
さ
は
、

距
離
の
二
乗
に
反
比
例
す
る
た

め
、
近
い
距
離
で
見
る
ス
マ
ホ
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
非
常
に
強
く
、

脳
を
覚
醒
さ
せ
、
サ
ー
カ
デ
ィ

ア
ン
リ
ズ
ム
を
乱
し
て
し
ま
い
ま

す
。

◆
◆
◆

私
が
代
表
を
務
め
て
い
る
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
研
究
会
で
は
、
表
の
よ

う
な
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
目
の
健
康
を
考
え
る

と
、
昼
の
屋
外
活
動
を
増
や
し
、

夜
の
ス
マ
ホ
使
用
を
極
力
避
け
る

こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

　
（
お
わ
り
）

ら
す
か
ら
で
す
。

尿
崩
症
は
、
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン

の
分
泌
が
悪
く
な
っ
て
多
尿
と
な

る
病
気
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
場

合
と
脳
腫
瘍
な
ど

に
よ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

バ
ソ
プ
レ
ッ
シ

ン
の
点
鼻
薬
や
舌

下
薬
（
舌
の
下
で

溶
か
す
薬
で
口
腔

粘
膜
か
ら
吸
収
）

で
治
療
し
ま
す
が
、
点
鼻
の
操
作

が
上
手
に
で
き
な
か
っ
た
り
、
花

粉
症
な
ど
で
鼻
粘
膜
が
膨
れ
て
い

た
り
す
る
と
薬
の
吸
収
が
悪
く
な

る
の
で
、
舌
下
薬
を
す
す
め
ら
れ

ま
す
。

●
●
●

夜
尿
症
は
、
５
歳
児
で
20
％
、

小
学
校
入
学
時
で
10
％
に
み
ら
れ

ま
す
。
夕
方
か
ら
の
飲
水
量
が
多

く
夜
間
の
尿
が
多
い
こ
と
、
幼
い

の
で
膀
胱
容
量
が
小
さ
か
っ
た
り

尿
が
た
ま
っ
て
も
目
が
覚
め
な
か

っ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

成
長
と
共
に
自
然
と
改
善
し
ま

す
が
、
小
学
校
入
学
前
後
が
治
療

に
よ
い
時
期
で
す
。

夜
尿
症
の
治
療
は
、
夕
食
の
塩

分
制
限
、
就
寝
前
２
時
間
の
飲
水

制
限
、
就
寝
前
の
完
全
排
尿
な
ど

生
活
習
慣
を
変
え
る
よ
う
指
導
を

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
夜
間
の
尿
が
濃
く
な

ら
ず
、
薄
い
尿
が
た
ま
っ
て
し
ま

う
タ
イ
プ
の
夜
尿
症
で
は
、
夜
間

の
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン
の
分
泌
が
未

熟
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
バ
ソ

プ
レ
ッ
シ
ン
の
舌
下
薬
治
療
が
す

す
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
夜
尿

症
の
原
因
そ
の
も
の
は
治
せ
な
い

の
で
、
治
療
を
止
め
る
と
症
状
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
（
つ
づ
く
）

「
も
っ
と
好
き
に
な
る
」
オ
キ
シ
ト
シ
ン

「
夜
尿
症
に
効
く
」
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン

ス
マ
ホ

と

子

ど

も

の

目

〈
眼
科
医
の
立
場
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〉
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視交叉

前葉

後葉
（神経葉）

中葉

東
京
都
予
防
医
学
協
会 

50
年
の
あ
ゆ
み

本
会
の
で
き
ご
と

社
会
の
で
き
ご
と
・
健
康
関
連
の
話
題

1967

財
団
法
人
東
京
寄
生
虫
予
防
協
会
の
主
た
る
事
業
（
細
菌
検
査
、
胃
が
ん
検

診
、学
童
集
団
検
尿
、細
胞
診
、人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）及
び
職
員
を
引
き
継
ぎ
、

都
知
事
の
許
可
を
受
け
て
財
団
法
人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が
発
足

〈
会
長 

黒
川
利
雄
、理
事
長 

國
井
長
次
郎
〉

よぼう医学の土台づくり
寄生虫予防から予防医学へ

美
濃
部
亮
吉
東
京
都
知
事
誕
生

68

子
宮
が
ん
細
胞
診
検
査
を
開
始
／
学
童
心
臓
病
検
診
を
開
始
／
職
域
の
健
康

管
理
の
充
実
を
目
的
に
「
成
人
病
予
防
講
演
会
」（
後
の
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
」）
の
第
１
回
を
開
催

日
本
初
の
心
臓
移
植
手
術
／
大
学
紛
争
／

３
億
円
強
奪
事
件
／
小
笠
原
諸
島
返
還
・

東
京
都
に
編
入

69

学
童
腎
臓
病
検
診
を
開
始
／
機
関
紙
「
よ
ぼ
う
医
学
」
創
刊

ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

70

事
業
年
報
第
１
号
を
発
刊

大
阪
で
万
国
博
覧
会
開
催

71

日
本
医
師
会
の
「
臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査
」
に
参
加

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

72

島
し
ょ
部
の
住
民
健
診
を
開
始

労
働
安
全
衛
生
法
が
施
行

73

寄
生
虫
予
防
で
日
韓
両
国
民
間
交
流
開
始
／
健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
の
発
足
に
協
力
／
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
（
現
・
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
）

を
新
設
、
施
設
内
で
子
宮
が
ん
検
診
を
開
始

老
人
医
療
無
料
化
／
石
油
シ
ョ
ッ
ク

74

学
童
糖
尿
病
検
診
を
開
始
／
新
生
児
の
先
天
性
代
謝
異
常
症
マ
ス
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
開
始

学
校
保
健
法
の
改
正
に
基
づ
く
尿
検
査
・

心
臓
検
診
が
始
ま
る

75

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
胸
部
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
、
会
員
制
肺
が
ん
検
診
組

織
「
東
京
か
ら
肺
が
ん
を
な
く
す
会
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）」
を
設
立
／
学
童
の
脊

柱
側
弯
症
検
診
を
開
始

作
業
環
境
測
定
法
が
施
行

78

文
部
省
科
学
研
究
「
学
童
心
臓
集
団
検
診
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
関
す
る

研
究
」
に
協
力

第
１
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
が
開
始
／

成
田
国
際
空
港
開
港

80

妊
婦
甲
状
腺
機
能
検
査
を
開
始
／
乳
が
ん
検
診
を
開
始

事業の拡張と再編
新たな健診・検査への挑戦

大
平
正
芳
総
理
が
在
任
中
に
急
死

81

子
宮
が
ん
検
診
１
０
０
万
人
を
達
成

が
ん
が
死
亡
原
因
第
１
位
に

82

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
解
析
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
診
療
所
や
病
院
へ
の
心
電
図

解
析
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

老
人
保
健
法
成
立
。
老
人
保
健
事
業
第
１

次
５
ヵ
年
計
画
に
よ
り
、
胃
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
が
導
入

85

小
児
成
人
病
予
防
健
診
を
開
始

つ
く
ば
科
学
万
博
開
催

87

小
児
成
人
病
予
防
健
診
の
事
後
指
導
用
に「
ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
ポ

ケ
コ
ン
）」
を
開
発

老
人
保
健
事
業
第
２
次
５
ヵ
年
計
画
に
よ

り
、
肺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
体
が
ん
検

診
が
導
入

88

検
査
・
健
診
の
精
度
向
上
と
、
情
報
量
の
急
速
な
増
加
に
対
応
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
（
第
２
次
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
計
画
ス
タ
ー
ト
）

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
80
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」「
心
と

か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
運
動
（
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）」

が
開
始

89

産
業
医
科
大
学
生
の
「
産
業
医
学
現
場
実
習
」
施
設
と
し
て
協
力
を
始
め
る

／
Ｔ
Ｈ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
認
定
を
受
け
る

昭
和
か
ら
平
成
へ
改
元
／
天
安
門
事
件
／

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

90

健
康
教
育
事
業
の
強
化
・
充
実
の
た
め
、
健
康
教
育
事
業
本
部
を
新
設
／
台

湾
で
学
校
検
尿
開
始
、
本
会
が
技
術
指
導

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
第
１
回
試
験
実
施

92

職
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
健
康
づ
く
り
懇
話
会
」
の
発
足
に
協
力

／
職
域
の
健
康
管
理
ソ
フ
ト
「
健
康
管
理
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
／

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
骨
密
度
測
定
）
を
開
始

老
人
保
健
事
業
第
３
次
８
ヵ
年
計
画
に
よ

り
、
大
腸
が
ん
検
診
が
導
入

93

東
京
か
ら
肺
が
ん
を
な
く
す
会
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
の
肺
が
ん
検
診
に
、
世
界
で

初
め
て
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
を
導
入

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
誕
生

95

人
間
ド
ッ
ク
に
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
を
導
入
／
第
29
・30
回
予
防
医
学
事
業
中
央
会

「
予
防
医
学
技
術
研
究
集
会
」、第
40
回
予
防
医
学
事
業
中
央
会
「
全
国
大
会
」

を
開
催

〈
第
２
代
理
事
長
に
稲
見
一
清
が
就
任
〉

21世紀型の予防医学を目指して
疾病予防から健康増進へ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
／
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件

96

新
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
食
品
検
査
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
／
本
会
創

始
者
・
初
代
理
事
長
、
國
井
長
次
郎
死
去

「
成
人
病
」が
「
生
活
習
慣
病
」に
改
称

97

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
回
達
成〈

第
３
代
理
事
長
に
北
川
照
男
が
就
任
〉

「
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
健
康
保
持

増
進
の
た
め
の
指
針
」
が
改
正

99

子
宮
が
ん
検
診
の
延
べ
受
診
者
数
が
５
０
０
万
人
を
突
破

経
口
避
妊
薬
（
低
用
量
ピ
ル
）
承
認
、
発

売
／
結
核
非
常
事
態
宣
言

2000

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
／
本
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

「
健
康
日
本
21
」
が
ス
タ
ー
ト

01

予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
健
診
・
検
査
デ
ー
タ
の
共
有
化
に
参
加
／
代
謝
疾

患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
を
図
る
た
め
、
タ
ン
デ
ム
マ
ス
を
導
入
／
グ

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
拡
充
し
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
た
め
の
女
性
専
用

検
診
ル
ー
ム
を
開
設

中
央
省
庁
の
再
編
／
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
改
正
。
02
年
よ
り
「
看
護
師
」「
助

産
師
」「
保
健
師
」
に
変
更
／
米
同
時
多

発
テ
ロ
「
9
・
11
」
事
件

02

健
診
施
設
の
改
装
・
拡
張
を
行
い
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
を
導
入
／
マ
ル

チ
ス
ラ
イ
ス
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
を
導
入
／
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
対
策
型
が

ん
検
診
を
開
始

「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
に
お
け
る
労
働
衛
生
管
理

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
示
さ
れ
る

03

韓
国
健
康
管
理
協
会
の
学
術
大
会
に
、
北
川
理
事
長
が
日
本
の
健
康
支
援
機

関
の
代
表
と
し
て
招
か
れ
講
演

健
康
増
進
法
が
施
行

04

大
幅
な
組
織
改
革
を
行
い
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
／
乳
が
ん

検
診
車
を
購
入
／
第
２
代
理
事
長
、
稲
見
一
清
死
去

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
山
口
県
で
発
生
／

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

05

昭
和
大
学
医
学
部
の
研
修
医
を
対
象
に
、
臨
床
研
修
施
設
と
し
て
の
協
力
を

開
始

個
人
情
報
保
護
法
施
行
／
た
ば
こ
規
制
枠

組
条
約
が
発
効

06

個
人
情
報
保
護
方
針
を
制
定

自
殺
対
策
基
本
法
が
施
行

07

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
30
周
年
記
念
事
業
「
東
京
都
予
防
医
学
協
会

賞
」
を
設
立
／
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
定
取
得

が
ん
対
策
基
本
法
が
施
行
／
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
が
制
定
／
結
核
予
防
法
廃

止
。
予
防
接
種
法
と
感
染
症
法
に
統
合

08

生
活
習
慣
病
予
防
活
動
を
さ
ら
に
推
進
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
車
に
よ
る

島
し
ょ
部
の
乳
が
ん
検
診
を
開
始

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
ス

タ
ー
ト

09

「
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
超
音
波
検
査
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
比
較

試
験
（
Ｊ—

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」
に
参
加

学
校
保
健
法
が
学
校
保
健
安
全
法
に
改

題
、
改
正
し
、
施
行

11 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
協
力

新たな50年に向けて
公益財団法人として再出発

「Sm
art Life Project

」
が
ス
タ
ー
ト

／
東
日
本
大
震
災

12

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
が
承
認
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
公
益
財
団
法

人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
と
な
る

タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
に
よ
る
新
生
児
マ
ス
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
公
費
負
担
化

13

検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
が
完
成
／
八
王
子
市
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
診
検
証
事
業
に
協
力

／
東
京
工
科
大
学
の
保
健
師
実
習
施
設
と
し
て
協
力
を
開
始

「
健
康
日
本
21（
第
２
次
）」が
ス
タ
ー
ト

15

保
健
会
館
本
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

〈
第
４
代
理
事
長
に
小
野
良
樹
が
就
任
〉

「
が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
」
策
定

16

本
会
創
始
者
・
初
代
理
事
長
、
國
井
長
次
郎　

生
誕
１
０
０
周
年
、
没
後
20

周
年

熊
本
地
震

17

３
月
31
日
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る



Ⅰ 学校保健
心臓病検診　「心臓病検診の実施成績」
浅井利夫（東京女子医科大学名誉教授）
腎臓病検診　「腎臓病検診の実施成績」
村上睦美（日本医科大学名誉教授）
糖尿病検診　「小児糖尿病検診の実施
成績」浦上達彦（日本大学医学部教授）
脊柱側弯症検診　「脊柱側弯症検診の
実施成績」南昌平（聖隷佐倉市民病院
名誉院長）
小児生活習慣病予防健診　「小児生活
習慣病予防健診の実施成績」村田光範

（東京女子医科大学名誉教授）
貧血検査　「貧血検査の実施成績と基
準値の変更」前田美穂（日本医科大学
教授）
寄生虫検査　「寄生虫検査（学校保健
分野）の実施成績」本会検診検査部／

「寄生虫病学の歴史,その多様な背景と
アプローチ」太田伸生（東京医科歯科
大学大学院教授）
Ⅱ 地域・職域保健
定期健康診断・基本健康診査　「定期健

康診断の実施成績」須賀万智（東京慈
恵会医科大学准教授）／「胸部Ｘ線検
査の実施成績」金子昌弘（本会呼吸器
科部長）／「住民健診の実施成績」本
会地域保健部
特殊健康診断　「特殊健康診断の実施
成績」三輪祐一（本会総合健診部長）
保健指導事業　「保健指導の実施成績」
本会健康増進部
人間ドック　「人間ドックの実施成績」
三輪祐一（本会総合健診部長）
超音波検査　「超音波検査の実施成績」
本会検診検査部
クリニックの外来診療　「保健会館クリ
ニックの実施成績」金子昌弘（本会保
健会館クリニック所長）
Ⅲ 母子保健
妊婦甲状腺機能検査　「妊婦甲状腺機
能検査の実施成績」本会母子保健検査
部
性感染症検査　「東京地区におけるク
ラミジア・トラコマチスおよび淋菌検
査の実施成績」北村邦夫（日本家族計

画協会理事長・家族計画研究センター
所長）
新生児スクリーニング検査　「新生児の
先天性代謝異常症のスクリーニング成
績」本会母子保健検査部／「先天性甲
状腺機能低下症（CH）の新生児スクリー
ニング実施成績」杉原茂孝（東京女子
医科大学東医療センター教授）／「先天
性副腎過形成の新生児マススクリーニ
ング実施成績」鹿島田健一（東京医科
歯科大学大学院講師）／「新生児スク
リーニングで発見された成人フェニル
ケトン尿症の長期追跡」大和田操（本会
代謝病研究部長）
Ⅳ がん検診
胃がん検診　「胃がん検診の実施成績」
本会放射線部
肺がん検診　「肺がん検診の実施成績」
金子昌弘（本会呼吸器科部長）
「東京から肺がんをなくす会」の検診
「『東京から肺がんをなくす会』の実施
成績」金子昌弘（本会呼吸器科部長）
大腸がん検診　「大腸がん検診（便潜血

反応検査）の実施成績」本会検診検査
部
子宮がん検診　「子宮がん検診（女性検
診センター）の実施成績」木口一成（本
会検査研究センター長）
東京産婦人科医会との協力による子宮
がん細胞診　「子宮がん細胞診の実施
成績」「子宮がん検診における最近の話
題」木口一成（本会検査研究センター
長）／「レディースクリニック（レディー
ス外来）の実施成績」長谷川壽彦（本会
常任学術顧問）／「子宮がん精密検診
センターの実施成績」伊藤良彌（本会
婦人検診部長）
乳がん検診　「乳がん検診の実施成績」
坂佳奈子（本会がん検診・診断部長）
乳房２次検診センター　「乳房2次検診
センターの実施成績」坂佳奈子（本会
がん検診・診断部長）
Ⅴ 研究・健康教育活動
学会・研究会等での活動／健康教育活
動／2015年度の本会の概要
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東京都予防医学協会年報 2017年版　第44号
　（平成27年度活動報告）ができました

東京都予防医学協会年報 2017年版　第46号
　（平成27年度活動報告）ができました

● 各分野の執筆者とテーマは下記の通りです（敬称略）●

「年報」は本会のホームページ
http://www.yobouigaku-
tokyo.or.jpからダウンロード
できます。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
目

的
だ
。

２
月
18
日
に
本

会
で
行
わ
れ
た
ド

ク
タ
ー
ズ
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
は
、

学
校
や
地
域
、
職

域
な
ど
の
健
康
診

断
を
担
当
す
る
医

師
と
本
会
の
ス
タ

ッ
フ
ら
約
50
人
が

参
加
し
た
（
写
真

上
）。ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
２
０
１
６

年
度
の
事
業
概
要
や
17
年
度
の
事

業
計
画
、
健
診
を
取
り
巻
く
状
況

の
報
告
の
他
、
健
診
現
場
で
起

こ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
処
方

法
、
診
察
手
順
の
確
認
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

一
方
、
２
月
10
日
に
本
会
で
行

本
会
で
は
毎
年
、
健
康
診
断
に

従
事
し
て
い
る
医
師
や
看
護
師
と

関
連
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
。

健
診
現
場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
課
題
を
話
し
合
い
、
共

通
理
解
を
深
め
て
、
健
診
精
度
や

わ
れ
た
ナ
ー
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
は
、
健
康
診
断
に
従
事
し
て
い

る
看
護
師
を
は
じ
め
、
関
係
ス
タ

ッ
フ
約
30
人
が
参
加
。
16
年
度
の

事
業
概
要
や
17
年
度
の
事
業
計

画
が
報
告
さ
れ
た
他
、
現
場
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応

策
、
健
診
業
務
の
変
更
点
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
（
写

真
下
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
事
故
防
止
の
た
め
の
意
見
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

学
校
検
診
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

学
校
検
診
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

第
２
７
３
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

職
場
の
発
達
障
害

の
理
解
と
対
応

 

５
月
31
日（
水
）　

14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区「
星
陵
会
館
」

本会

▼
心
臓
検
診

浅
井
利
夫
（
東
京
女
子
医
科

大
学
名
誉
教
授
）、
鮎
沢
衛
（
日

本
大
学
医
学
部
准
教
授
）、
神
山

浩
（
同
大
学
准
教
授
）、
伊
東
三

吾
（
篠
原
病
院
長
）、
深
澤
隆
治

（
日
本
医
科
大
学
准
教
授
）、
稀
代

雅
彦
（
順
天
堂
大
学
医
学
部
准
教

授
）、
福
永
英
生
（
同
大
学
）、
佐

地
勉
（
東
邦
大
学
医
学
部
名
誉
教

授
）、
松
裏
裕
行
（
同
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
教
授
）、
鈴
木
淳
子
（
山

打
ち
合
わ
せ
会
で
は
、
各
検
診

の
２
０
１
６
年
度
の
実
績
が
報
告

さ
れ
、
17
年
度
に
実
施
す
る
予
定

の
件
数
や
日
程
の
確
認
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
16
年
度
に
発
見

さ
れ
た
症
例
の
追
跡
結
果
等
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
、
よ
り
充
実

し
た
検
診
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
打
ち
合
わ
せ
会
に

参
加
し
た
医
師
は
次
の
各
氏
で
あ

る
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
三
澤
正

弘
（
都
立
墨
東
病
院
部
長
）、
土

井
庄
三
郎
（
東
京
医
科
歯
科
大
学

大
学
院
教
授
）、
村
上
保
夫
（
日

本
心
臓
血
圧
研
究
振
興
会
常
務
理

事
）、
山
岸
敬
幸
（
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
教
授
）、
弓
倉
整
（
板

橋
区
医
師
会
）

▼
腎
臓
検
診

村
上
睦
美
（
日
本
医

科
大
学
名
誉
教
授
）、

五
十
嵐
徹
（
同
大
学

講
師
）、今
井
丈
英
（
同

大
学
講
師
）、
山
田
哲

史
（
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
助
教
）、
相
良

長
俊
（
同
大
学
）、
高
橋
昌
里
（
日

本
大
学
医
学
部
教
授
）、
浦
上
達

彦
（
同
大
学
教
授
）、
諸
橋
環
（
同

大
学
助
教
）、
田
中
絵
里
子
（
東

京
医
科
歯
科
大
学
助
教
）、
大
森

多
恵
（
都
立
墨
東
病
院
医
長
）、

亀
井
宏
一
（
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
）、
鷺
池
麻
理
（
武
蔵

野
赤
十
字
病
院
）、
西
堀
由
紀
野

（
杏
林
大
学
医
学
部
講
師
）、
服
部

元
史
（
東
京
女
子
医
科
大
学
教

授
）、
松
山
健
（
公
立
福
生
病
院

長
）、
濱
崎
祐
子
（
東
邦
大
学
医

学
部
講
師
）、
長
谷
川
慶
（
同
大

学
助
教
）、
菊
池
絵
梨
子
（
練
馬

光
が
丘
病
院
）

東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
平
成

28
年
度
第
３
回
理
事
会
が
３
月
24

日
、
本
会
で
開
か
れ
た
。

理
事
会
に
先
立
っ
て
挨
拶
し
た

小
野
良
樹
理
事
長
は
、「
本
会
は

こ
の
数
年
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
っ
た
が
、
役
職
員
一
同

の
奮
闘
努
力
に
よ
り
、
28
年
度
は

好
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

新
年
度
を
迎
え
、
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
本
会
で
は
例
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
き
、
検
診
の
円

滑
な
実
施
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
心
臓
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
２
日
に
、
腎
臓
検
診
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
10
日
に
開
催
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
会
に
は
、
本
会
の
検
診
の
指
導
及
び
検
診

で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
診
断
や
治
療
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
専
門
医
や
本
会
の
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
、
関
係
者
間
の
共
通
理
解
と
連
携
を
深
め
た
。

腎臓検診打ち合わせ会

心臓検診打ち合わせ会

医師、看護師によるミーティングを開催

よりよい
健康診断のために
よりよい

健康診断のために
医師、看護師によるミーティングを開催

本会

「
本
会
は
研
究
機
関
で
は
な
い

が
、
事
業
の
根
幹
を
支
え
る
検
査

精
度
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
活
動
に
活
発
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。

業
績
回
復
の
背
景
に
は
、
経
営

的
な
努
力
に
加
え
て
、
こ
う
し
た

地
道
な
研
究
活
動
に
対
す
る
顧
客

か
ら
の
評
価
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

本
会
で
は
、
今
後
も
研
究
活
動

を
積
み
重
ね
、
健
（
検
）
診
検
査

に
よ
る
２
次
予
防
だ
け
で
な
く
、

健
康
教
育
の
実
践
に
よ
る
１
次
予

防
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

こ
の
後
、
理
事
会
で
は
小
野
理

事
長
を
議
長
に
、
平
成
29
年
度
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
、
短
期
借

入
金
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
、

定
時
評
議
員
会
に
提
出
す
る
次
期

評
議
員
候
補
者
推
薦
な
ど
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
７
３
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
５
月
31
日
に
開
か
れ
る
。

「
職
場
の
発
達
障
害
の
理
解
と
対

応
」
を
テ
ー
マ
に
、
筑
波
大
学
大

学
院
社
会
環
境
医
学
系
産
業
精
神

医
学
・
宇
宙
医
学
研
究
グ
ル
ー
プ

教
授
の
松
崎
一
葉
氏
が
講
演
す

る
。参

加
費
２
０
０
０
円
。
定
員
３

０
０
人
（
当
日
先
着
順
）。

心臓検診、腎臓検診の
打ち合わせ会を開催     

 平成28年度第3回
理事会を開催

本会

518 2017 29 4 15 4

古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。


